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１
０
０
周
年
委
員
会
と

卒
業
ア
ル
バ
ム
寄
付
の
お
願
い

令和３年度入試 大学別合格者数一覧

　

新
型
コ
ロ
ナ
禍
に
遭
っ
て
思
う
よ
う
な
支
部
活

動
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
支
部
役
員
人
事
は

次
に
よ
う
に
決
定
し
ま
し
た
の
で
報
告
致
し
ま
す
。

・
支
部
長　

松
本　
　

久

　
（
１
９
６
６
年
卒
・
39
回
生
）

・
副
支
部
長　

鈴
木　

博
信

　
（
１
９
９
４
年
卒
・
67
回
生
）

・
副
支
部
長　

土
屋　

悠
哉

　
（
１
９
９
９
年
卒
・
72
回
生
）

　

な
お
今
後
の
支
部
活
動
に
つ
い
て
は
、
支
部
会

員
の
拡
充
を
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
の
で
、
関
西
在
住
の
皆
さ
ま
の
ご
参
加
、
ま
た

お
知
り
合
い
へ
の
呼
び
掛
け
を
ぜ
ひ
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

　

お
問
い
合
わ
せ
は
、
同
窓
会
事
務
局
ま
た
は
土

屋
悠
哉
副
支
部
長
ま
で
。 松

本
　
久
（
39
回
）

関
西
支
部

　

関
東
支
部
で
は
、昨
年
９
月
13
日
に
、Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ

会
議
に
て
、「
関
東
地
区
同
窓
会
臨
時
総
会
」
を

実
施
い
た
し
ま
し
た
。
役
員
人
事
、
会
計
報
告
、

規
約
変
更
な
ど
の
議
事
を
無
事
済
ま
せ
、
蓑
川
和

道
会
長
、
山
田
淳
一
郎
校
長
の
来
賓
あ
い
さ
つ
、

杉
本
豊
久
関
東
地
区
同
窓
会
新
会
長
の
抱
負
と
活

動
方
針
を
経
て
、
終
了
し
ま
し
た
。

　

今
年
10
月
10
日
に
は
、
順
延
さ
れ
た
総
会
・
懇

親
会
の
代
わ
り
に
、
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
に
よ
る
「
オ
ン
ラ

イ
ン
ト
ー
ク
イ
ベ
ン
ト
」
を
計
画
中
で
す
。
活
躍

す
る
卒
業
生
の
ほ
か
、
現
役
生
徒
さ
ん
も
参
加
す

る
予
定
で
す
。

杉
本
　
豊
久
（
40
回
）

関
東
支
部

　

昨
年
11
月
14
日
に
支
部
役
員
会
を
宮
美
殿
で
開

き
支
部
役
員
改
選
に
と
も
な
う
今
後
の
運
営
に
つ

い
て
協
議
し
ま
し
た
。

　

今
年
10
月
23
日
に
は
支
部
役
員
会
を
宮
美
殿
で

開
く
予
定
で
、
来
年
開
催
予
定
の
支
部
総
会
に
つ

い
て
協
議
し
ま
す
。

鈴
木
　
國
近
（
41
回
）

島
田
支
部

（2021年８月現在）【 国 立 大 学 】
大学名 現役 既卒

北海道 2
岩手 1
東北 7
秋田 1
山形 2
茨城 2
群馬 1
千葉 5 2
お茶の水女子 1
東京 1
東京外語 1
東京学芸 1
東京農工 2
横浜国立 3
富山 4
福井 1
山梨 5
信州 6
静岡 40 1
浜松医科 2
愛知教育 2
名古屋 4
名古屋工業 3
三重 1
京都 1
京都教育 1
大阪 2
大阪教育 1
神戸 1 1
奈良教育 1
奈良女子 1 1
鳥取 1
島根 1 1
広島 6
徳島 3
愛媛 1
高知 1 1
九州 3 1
福岡教育 1
大分 2
宮崎 2
鹿児島 3
鹿屋体育 1

計 129 10

【 私 立 大 学 】
大学名 現役 既卒

国際医療福祉 3
獨協 9
文教 1 2
神田外語 2
千葉工業 4 3
千葉科学 1
青山学院 5
大妻女子 2
北里 6 1
共立女子 2
慶応義塾 2 2
工学院 1
国学院 8
国士館 2
駒澤 13
実践女子 1 1
芝浦工業 14 4
順天堂 10 1
上智 1
昭和女子 3
昭和薬科 3
成蹊 2
成城 3
専修 10 1
大東文化 6
中央 18 1
津田塾 5
帝京 5 1
東海 7 4
東京医科 1
東京家政 2
東京経済 1
東京工科 5
東京女子 5
東京電機 3
東京農業 13 1
東京薬科 1
東京理科 9 1
東洋 21 1
日本 42 1
日本獣医生命 1
日本女子 6
日赤看護 3
日本体育 1 1
法政 16
東京都市 5
武蔵野 2
明治 15 1
明治学院 8 1
明星 1 1

大学名 現役 既卒
立教 4
早稲田 3 1
学習院女子 1
麻布 4
神奈川 27 2
関東学院 5
産業能率 1
桐蔭横浜 1
フェリス女学院 1
金沢工業 13
岐阜聖徳学園 1
静岡産業 1
静岡理工科 5
聖隷クリストファー 8
常葉 116 2
静岡福祉 1
愛知 2
愛知医科 2
愛知学院 9
愛知工業 1
金城学院 1
中京 17 1
中部 5
豊田工業 2
名古屋外語 12
名古屋学院 2
南山 16
名城 29 1
京都外語 4
京都産業 5 1
京都女子 5
京都橘 1
京都薬科 1
同志社 10 2
同志社女子 1 1
立命館 38 7
龍谷 14
大阪医薬科 2
大阪経済 1
大阪体育 2
関西 6 1
関西医科 1
関西外語 9
近畿 33 1
四天王寺 2
関西学院 8
甲南 1
奈良 2
岡山理科 1 1
福山 1

計 740 58

【 短 期 大 学 】
大学名 現役 既卒

静岡県大短 1
計 1

【準大学・専門学校等】
学校名 現役 既卒

なし
計

【 公 立 大 学 】
大学名 現役 既卒

宮城 2
前橋工科 1
高崎経済 1 1
東京都立 3
神奈川保健福祉 1
横浜市立 2
新潟県立 1
富山県立 1
山梨県立 1
都留文科 7
長野県立 1

大学名 現役 既卒
諏訪東京理科 1
岐阜薬科 2
静岡文芸 3
静岡県立 14 1
愛知県立 1
三重県立看護 1
福知山公立 2
京都府立 1
奈良県立 1
島根県立 2

計 49 2

　

今
夏
、
和
歌
山
県
で
開
催
さ
れ
た
第

45
回
全
国
高
等
学
校
総
合
文
化
祭
に

出
場
し
ま
し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
感
染
拡
大
が
心
配
さ
れ
る
中
で
も
、

全
国
の
高
校
生
と
交
流
す
る
機
会
を
得

る
こ
と
が
で
き
て
、
と
て
も
う
れ
し
く

思
い
ま
す
。

　

８
月
４
日
か
ら
３
日
間
に
わ
た
っ
て

行
わ
れ
た
総
文
祭
で
は
、
コ
ー
ス
別
で

実
際
に
取
材
活
動
を
行
い
、
他
校
の
生

徒
た
ち
と
交
流
新
聞
を
制
作
し
ま
し
た
。

私
は
、
和
歌
山
城
コ
ー
ス
に
配
属
さ
れ
、

新
聞
制
作
に
臨
み
ま
し
た
。
ど
の
学
校

の
生
徒
た
ち
も
、
ハ
イ
レ
ベ
ル
な
技
術

を
持
っ
て
い
て
、
私
た
ち
が
苦
手
と
す

る
と
こ
ろ
を
、
他
校
の
生
徒
は
ど
の
よ

う
に
対
処
し
て
い
る
か
に
注
目
し
ま
し

た
。
私
は
記
事
の
見
出
し
作
り
や
、
レ

イ
ア
ウ
ト
の
編
集
が
苦
手
な
の
で
、
他

校
の
新
聞
を
見
て
技
術
を
取
り
込
み
た

報
道
部

２
年　

山
嵜　

蒼

の
よ
う
な
結
果
を
収
め
る
こ
と
で
き
た

の
は
、
色
々
な
人
達
の
支
え
が
あ
っ
た

か
ら
こ
そ
だ
と
思
い
ま
す
。
忙
し
い
中
、

熱
心
に
指
導
し
て
く
だ
さ
っ
た
顧
問
の

先
生
方
、
毎
日
洗
濯
や
送
り
迎
え
を
し

て
く
れ
た
両
親
、
部
長
と
し
て
頼
り
な

か
っ
た
自
分
の
こ
と
を
支
え
て
く
れ
た

部
員
、
さ
ら
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

禍
の
中
で
大
会
開
催
を
決
定
し
、
運
営

に
尽
力
し
て
く
だ
さ
っ
た
三
重
県
の
先

生
方
、
こ
れ
ら
の
内
の
何
か
ひ
と
つ
で
も

欠
け
て
い
た
な
ら
ば
、
結
果
は
違
う
も

の
に
な
っ
て
い
た
は
ず
で
す
。
い
く
ら
感

謝
し
て
も
し
き
れ
ま
せ
ん
。

　

何
と
な
く
入
部
し
た
弓
道
部
で
し
た

が
、
周
り
の
人
に
恵
ま
れ
て
、
と
て
も

充
実
し
た
２
年
半
を
送
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
こ
の
２
年
半
に
自
分
が
し
て

も
ら
っ
た
こ
と
を
忘
れ
ず
、
得
る
こ
と
が

で
き
た
経
験
を
今
後
の
生
活
に
役
立
て

て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

唯
一
の
心
残
り
で
あ
る
全
国
大
会
出

場
と
い
う
目
標
は
、
後
輩
に
託
し
ま
す
。

後
輩
達
が
、「
団
体
で
の
全
国
大
会
出

場
」
と
い
う
目
標
を
果
た
し
て
く
れ
る

よ
う
、
活
躍
を
祈
っ
て
い
ま
す
。

　

創
立
１
０
０
周
年
記
念
事
業
の
企
画
・
実

行
委
員
会
設
立
総
会
が
５
月
11
日
、
東
高
会

議
室
で
行
わ
れ
た
。
北
村
正
平
学
校
後
援
会

長
、
山
田
淳
一
郎
学
校
長
、
岩
本
豊
Ｐ
Ｔ
Ａ

会
長
、
蓑
川
和
道
同
窓
会
長
ら
が
出
席
、
委

員
長
に
北
村
後
援
会
長
を
選
出
、
各
組
織
が

一
体
と
な
っ
て
１
世
紀
の
歩
み
に
即
し
た
記

念
事
業
を
展
開
し
て
い
く
こ
と
を
確
認
し

合
っ
た
。
３
年
後
の
２
０
２
４
年
（
令
和
６

年
）、
１
０
０
周
年
を
迎
え
る
。

　

委
員
会
は
「
企
画
」「
実
行
」
の
２
つ
の

組
織
か
ら
な
り
、「
企
画
委
員
会
」
は
蓑
川

同
窓
会
長
を
リ
ー
ダ
ー
に
記
念
事
業
の
方
向

性
を
探
り
、
全
体
を
統
括
す
る
。

　
「
実
行
委
員
会
」
は
①
総
務
（
渉
外
、
記

録
、
広
報
、
会
計
等
を
所
管
）
②
記
念
式
典

（
記
念
式
典
の
実
施
運
営
）
③
記
念
行
事
（
記

念
式
典
お
よ
び
学
校
単
独
の
行
事
を
除
く
全

て
の
記
念
事
業
の
実
施
運
営
）
④
募
金
（
記

念
事
業
に
係
る
資
金
の
調
達
）
⑤
記
念
誌

（
１
０
０
周
年
記
念
誌
の
発
行
）
の
５
専
門

部
会
で
構
成
さ
れ
る
。

　

各
組
織
の
責
任
者
は
次
の
通
り
。

　

▽
企
画
委
員
会　

蓑
川
和
道
（
39
回
）

　

▽
専
門
部
会　

総
務
＝
舘
正
義
（
39
回
）、

記
念
式
典
＝
山
田
淳
一
郎
（
学
校
長
）、
記
念

行
事
＝
各
務
俊
博
（
40
回
）、
募
金
＝
河
村
正

史
（
39
回
）、
記
念
誌
＝
加
藤
訓
義
（
38
回
）

　
　
　
　
　

◇

〈
同
窓
会
か
ら
の
お
願
い
〉

　

１
９
３
２
年
（
昭
和
７
年
）
か
ら

１
９
５
３
年
（
昭
和
28
年
）
ま
で
と

１
９
６
５
年
（
昭
和
40
年
）、
及
び

１
９
８
３
年（
昭
和
58
年
）、１
９
８
４
年（
昭

和
59
年
）
の
卒
業
ア
ル
バ
ム
を
お
譲
り
い
た

だ
け
る
方
が
お
り
ま
し
た
ら
、
ご
一
報
く
だ

さ
い
。
母
校
の
歩
み
に
関
す
る
写
真
も
ご
寄

贈
い
た
だ
け
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

同
窓
会
館
の
資
料
コ
ー
ナ
ー
に
卒
業
ア
ル

バ
ム
や
学
校
関
係
の
写
真
や
記
念
品
な
ど
を

展
示
し
て
い
ま
す
が
、
火
災
に
遭
っ
た
り
し

て
資
料
が
一
部
破
損
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

１
０
０
年
の
歴
史
を
掘
り
下
げ
、
次
代
を

展
望
す
る
た
め
欠
か
せ
な
い
資
料
と
な
り
ま

す
。「
温
故
知
新
」。
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

　
「
１
０
０
周
年
記
念
誌
」
の
発
行
を
予
定

し
て
お
り
、
こ
ち
ら
に
も
活
用
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

連
絡
は
同
窓
会
事
務
局
〈
電
０
５
４

（
６
４
５
）
３
５
２
７
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
０
５
４

（
６
４
５
）
３
５
２
９
〉
へ
。

テ
レ
ビ
で
見
た
箱
根
駅
伝
に
感
動
し
て
、

い
つ
か
は
自
分
も
出
場
し
た
い
と
思
っ
た

こ
と
で
す
。
今
ま
で
は
１
５
０
０
㍍
メ

イ
ン
で
し
た
が
、
高
校
か
ら
５
０
０
０

㍍
に
も
挑
戦
し
始
め
た
の
で
、
こ
の
種

目
で
全
国
大
会
出
場
を
目
指
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

今
ま
で
自
分
を
支
え
て
く
だ
さ
っ
た

顧
問
の
先
生
や
、
コ
ー
チ
、
仲
間
、
親

に
は
本
当
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。
今
後

も
感
謝
の
気
持
ち
を
忘
れ
ず
、
目
標
に

向
か
っ
て
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

弓
道
部

　

本
年
度
弓
道
部
は
、
男
子
団
体
が
県

大
会
４
位
入
賞
、
女
子
個
人
が
３
位

入
賞
と
な
り
、
と
も
に
三
重
県
で
行
わ

れ
た
東
海
大
会
に
出
場
し
ま
し
た
。
こ

３
年　

岩
堀　

颯
人

東海総体 1500メートル
一番左側が亀山瞬矢県総体表彰

陸
上
部

　

私
は
、
６
月
18
日
に
三
重
県
で
開
催

さ
れ
た
東
海
高
校
総
体
陸
上
競
技
、
男

子
１
５
０
０
㍍
に
出
場
し
ま
し
た
。
自

己
ベ
ス
ト
タ
イ
ム
が
出
れ
ば
６
着
以
内

に
な
る
想
定
を
し
て
い
ま
し
た
が
、
予

選
敗
退
と
い
う
と
て
も
悔
し
い
結
果
に

終
わ
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
こ
の
大
会
で

は
、
や
は
り
「
速
さ
」
だ
け
で
は
な
く
、

大
舞
台
で
確
実
に
実
力
を
出
せ
る
メ
ン

タ
ル
の
強
さ
も
求
め
ら
れ
る
こ
と
を
実

感
し
ま
し
た
。
高
校
で
は
初
め
て
の
東

海
大
会
だ
っ
た
の
で
、
こ
の
貴
重
な
体

験
を
来
年
に
は
必
ず
活い

か
せ
る
よ
う
に
、

日
々
の
練
習
を
積
み
重
ね
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

　

私
に
は
、
小
学
生
の
時
か
ら
か
な

え
た
い
大
き
な
夢
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ

は
、
大
学
で
箱
根
駅
伝
に
出
場
す
る
こ

と
で
す
。
陸
上
を
始
め
た
き
っ
か
け
は
、

い
と
考
え
ま
し
た
。
ま
た
、
藤
枝
東
高

の
代
表
と
し
て
他
校
の
生
徒
に
情
報
を

発
信
し
ま
し
た
。

　

今
後
は
、「
学
校
新
聞
」
と
い
う
共

通
の
メ
デ
ィ
ア
に
携
わ
る
全
国
の
仲
間
と

の
交
流
を
通
し
て
得
た
技
術
を
、
総
文

祭
後
の
新
聞
制
作
に
活い

か
し
て
い
き
ま

す
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
貴
重
な
経

験
が
で
き
る
全
国
総
文
祭
出
場
に
あ
た

り
、
同
窓
会
か
ら
ご
支
援
を
い
た
だ
い

た
こ
と
に
対
し
て
、
厚
く
御
礼
申
し
上

げ
ま
す
。

２
年　

亀
山　

瞬
矢

　
昨
年
、
部
活
動
の
県
大

会
以
上
の
大
会
は
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
禍
で
中
止

が
相
次
ぎ
ま
し
た
が
、
こ

と
し
は
関
係
者
各
位
の
尽

力
で
大
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
東
高
か
ら
は
弓
道

部
、
陸
上
部
が
東
海
高

校
総
合
体
育
大
会
に
出
場
。

全
国
高
校
総
合
文
化
祭
に

は
報
道
部
が
出
場
、
音

楽
部
は
東
海
吹
奏
楽
コ
ン

ク
ー
ル
で
金
賞
を
受
賞
し

ま
し
た
。

　

第
76
回
東
海
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル

高
校
小
編
成
の
部
で
金
賞
を
受
賞
し

ま
し
た
。
大
会
は
8
月
29
日
に
長
野

県
伊
那
文
化
会
館
で
、
緊
急
事
態

宣
言
下
の
た
め
録
音
音
源
審
査
で
実

施
さ
れ
ま
し
た
。
出
場
し
た
15
校
中
、

金
賞
を
受
賞
し
た
の
は
5
校
で
、
そ
の

う
ち
の
3
位
に
当
た
る
審
査
結
果
で
し

た
。
小
編
成
の
部
は
全
国
大
会
が
な
い

た
め
、
こ
こ
で
コ
ン
ク
ー
ル
は
終
了
と

な
り
ま
す
。
応
援
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。 音

楽
部
速
報

部 活 動 報 告

＊同窓会事務局からのお願い＊

　〈同窓会事務局〉
〒426-8577　藤枝市天王町 1-7-1
静岡県立藤枝東高等学校同窓会事務局
TEL 054-645-3527　　FAX 054-645-3529

メールアドレス：fh-dousoukai@cy.tnc.ne.jp
ホームページ：http://www.fujiedahigashi.jp/

（毎週月・水・金　午前中　事務員〔青島〕が在席しております。）

　連絡先に変更のある場合は、下記までご一報ください。
なお、公表その他目的外の使用は致しません。同窓会・同
期会等の集まりを開催の場合は、ぜひ同窓会ホームページ
をご利用ください。
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